
パ
リ
装
飾
芸
術
美
術
館
に
お
け
る

　

審
美
書
院
展
と
桑
原
羊
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
（
一
九
一
一
年
）

相
模
女
子
大
学
紀
要

　
　
第
八
四
号
（
二
〇
二
〇
年
度
）

二
〇
二
一
年
三
月
一
一
日

　
発
行

南　
　
　

明
日
香



パリ装飾芸術美術館における審美書院展と桑原羊次郎コレクション展（一九一一年）（南）

（　　）1

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
一
九
一
一
年
に
パ
リ
の
装
飾
芸
術
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
、
審
美
書
院
の

美
術
出
版
物
の
展
覧
会
と
桑
原
羊
次
郎
（
く
わ
ば
ら
・
よ
う
じ
ろ
う
）
の
浮
世
絵
肉
筆

画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
取
り
上
げ
る
。
こ
れ
ら
は
前
年
開
催
の
日
英
博
覧
会
を
機
に
企

画
さ
れ
た
巡
回
展
で
あ
っ
た
。
審
美
書
院
に
つ
い
て
は
、
巡
回
展
を
主
宰
し
て
い
た
田

島
志
一
（
た
じ
ま
・
し
い
ち
）
の
文
章
「
欧
米
に
於
け
る
審
美
書
院
展
覧
会
の
概
報
」

（
一
九
一
一
年
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
や
同
行
し
た
相
見
繁
一
（
あ
い
み
・
は
ん

い
ち
）
の
経
歴
に
つ
い
て
の
調
査
が
あ
る
。
桑
原
に
つ
い
て
も
そ
の
美
術
工
芸
界
へ
の

貢
献
を
中
心
に
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る〔
註
１
〕。
し
か
し
な
が
ら
田
島
の
文
章
は
信

憑
性
に
欠
き
、
相
見
の
海
外
で
の
動
向
は
詳
細
が
不
明
で
、
桑
原
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

に
つ
い
て
は
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
度
日
仏
の
関
係
者
の
書
簡
や
手
記
な
ど
に
よ
り
、
審
美
書
院
と
桑
原
の
展
覧
会

の
開
催
の
計
画
か
ら
準
備
期
間
と
開
催
後
の
様
子
ま
で
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
に

よ
っ
て
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
の
熱
狂
が
収
ま
り
本
格
的
な
研
究
へ
と
向
か
っ
た
時
期
で
の
、

日
本
人
に
よ
る
日
本
美
術
・
工
芸
の
欧
米
で
の
普
及
活
動
と
、
そ
の
フ
ラ
ン
ス
側
の
受

容
と
対
応
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
で
に
日
英
博
覧
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
側
と

イ
ギ
リ
ス
側
で
の
審
美
書
院
の
展
示
や
肉
筆
画
の
み
の
浮
世
絵
の
展
示
に
つ
い
て
の
評

価
の
違
い
に
つ
い
て
、
検
証
が
な
さ
れ
て
い
る
〔
註
２
〕。
そ
れ
で
は
日
英
博
後
の
フ

ラ
ン
ス
で
は
ど
の
よ
う
な
受
け
入
れ
方
で
あ
っ
た
の
か
、
つ
ま
り
浮
世
絵
版
画
研
究
を
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パ
リ
装
飾
芸
術
美
術
館
に
お
け
る

　

審
美
書
院
展
と
桑
原
羊
次
郎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
（
一
九
一
一
年
）

最
も
積
極
的
に
推
進
し
て
い
た
国
で
、
日
本
側
の
提
案
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の

か
の
を
改
め
て
問
う
と
と
も
に
、
日
本
美
術
・
工
芸
受
容
史
の
中
で
の
、
民
間
の
審
美

書
院
の
西
欧
に
向
け
て
の
事
業
と
、
美
術
行
政
の
側
に
あ
っ
た
桑
原
羊
次
郎
と
い
う
人

物
の
果
た
し
た
役
割
の
、
再
評
価
に
つ
な
げ
て
い
く
の
が
本
稿
の
目
論
見
で
あ
る
。

一
、
装
飾
芸
術
美
術
館
と
巴
里
日
仏
協
会
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
受
け
入
れ
側
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
把
握
す
る
た
め
に
、
装
飾
芸
術
美
術
館

と
そ
の
日
本
関
連
の
展
覧
会
、
巴
里
日
仏
協
会
、
審
美
書
院
展
と
桑
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
に
か
か
わ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
概
略
す
る
。

　

会
場
と
な
っ
た
装
飾
芸
術
美
術
館
（
通
称
、
パ
リ
装
飾
美
術
館
）
の
母
体
は
、
装
飾

芸
術
中
央
連
合
（U

nion centrale des ars décoratifs

）
に
な
る
〔
註
３
〕。
同
連

合
は
ロ
ン
ド
ン
の
サ
ウ
ス
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
現
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・

ア
ン
ド
・
ア
ル
バ
ー
ト
美
術
館
）
に
倣
っ
て
、
一
八
六
四
年
に
産
業
の
た
め
の
応
用
美

術
の
中
央
連
合
（U

nion centrale des Beaux A
rts appliqués à l’industrie

）

と
し
て
誕
生
。
一
八
八
二
年
に
「
フ
ラ
ン
ス
で
の
、
美
と
有
益
性
の
あ
る
作
品
を
追
求

す
る
芸
術
文
化
を
維
持
す
る
目
的
」
で
、
純
粋
美
術
と
産
業
の
融
合
を
目
指
し
、
装
飾

芸
術
中
央
連
合
の
名
称
で
改
め
て
創
設
さ
れ
た
。
現
在
と
同
じ
ル
ー
ブ
ル
宮
の
マ
ル
サ

ン
館
に
装
飾
芸
術
美
術
館
が
移
さ
れ
た
の
は
一
九
〇
五
年
に
な
る
。
田
島
も
桑
原
も

ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
一
部
で
あ
る
よ
う
に
書
い
て
い
る
が
、
別
組
織
で
あ
る
。
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も
わ
か
る
よ
う
に
、
メ
ン
バ
ー
に
は
陸
海
軍
の
将
校
や
外
務
省
関
係
者
が
多
か
っ
た
。

が
、
フ
ラ
ン
ス
側
か
ら
は
ギ
メ
美
術
館
館
長
の
エ
ミ
ー
ル
・
ギ
メ
が
創
設
に
加
わ
る
な

ど
、
美
術
行
政
に
か
か
わ
る
人
物
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　

レ
イ
モ
ン
・
ケ
ク
ラ
ン
（Raym

ond K
œ
chlin, 1860-1931

）
も
そ
う
し
た
一
人

で
あ
る
。
彼
は
一
九
一
〇
年
の
段
階
で
巴
里
日
仏
協
会
理
事
で
（
一
二
年
か
ら
副
理
事

長
）、
装
飾
芸
術
中
央
連
合
の
第
一
副
会
長
で
あ
っ
た
。
前
述
の
連
続
浮
世
絵
展
の
際

に
は
企
画
運
営
、
目
録
執
筆
、
講
演
会
ま
で
担
当
し
た
。
装
飾
芸
術
美
術
館
内
の
実
際

の
展
示
に
当
た
っ
て
は
、
学
芸
員
で
巴
里
日
仏
協
会
の
理
事
の
一
人
で
あ
っ
た
ル
イ
・

メ
ト
マ
ン
（Louis M

etm
an, 1862-1943

）
が
取
り
仕
切
っ
た
。
桑
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

展
示
の
企
画
者
で
あ
る
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
リ
（Édouard Clavery, 1867-

1949

）
は
巴
里
日
仏
協
会
理
事
（
一
二
年
か
ら
理
事
長
）
で
、
外
務
省
高
官
を
父
に
持

ち
、
当
人
は
一
九
一
〇
年
当
時
で
領
事
職
に
就
い
て
い
た
。
経
済
や
外
交
、
日
本
美
術

に
関
す
る
論
考
が
多
数
あ
り
、
後
年
に
な
る
が
一
九
三
五
年
に
は
『
日
本
の
色
刷
版
画

の
技
術
一
六
八
〇
〜
一
九
三
五　

歴
史
的
概
略
』〔
註
８
〕
を
刊
行
し
、
同
書
の
後
半

部
で
欧
米
で
の
受
容
史
を
ま
と
め
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
の
浮
世
絵
受
容
の
行
政
面
で
の
推

進
者
で
も
あ
り
、
生
き
証
人
と
し
て
あ
っ
た
人
物
と
も
い
え
る
。
こ
れ
ら
三
人
が
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
と
な
っ
て
、
審
美
書
院
と
桑
原
の
展
覧
会
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

二
、 

審
美
書
院
展
覧
会
に
つ
い
て

①
開
催
ま
で
の
経
緯

　

審
美
書
院
が
欧
米
で
の
販
路
を
求
め
て
お
り
、『
美
術
之
日
本
』
で
動
向
を
伝
え
て

い
た
の
は
す
で
に
指
摘
が
あ
る
〔
註
９
〕。
改
め
て
経
緯
を
押
さ
え
る
と
、
き
っ
か
け

に
一
九
一
〇
年
の
日
英
博
覧
会
（
五
月
十
四
日
〜
十
月
二
九
日
）
が
あ
っ
た
〔
註
10
〕。

『
美
術
之
日
本
』
の
同
年
五
月
号
の
彙
報
欄
に
は
「
田
島
美
術
書
院
主
幹
の
出
発
」
と

題
し
て
「
審
美
書
院
が
今
年
の
日
英
博
覧
会
を
動
機
と
し
て
大
に
発
展
を
欧
州
支
那
各

地
方
に
試
み
ん
と
し
つ
つ
昨
年
末
よ
り
、
同
博
覧
会
出
品
準
備
の
為
め
書
院
の
印
刷
部

は
全
力
を
挙
げ
て
刷
立
に
従
事
し
」（
三
四
頁
）
と
あ
る
。
日
本
美
術
部
門
の
図
録
の

意
味
を
持
つ
『
日
英
博
覧
会
古
美
術
出
品
図
録
』
の
作
成
を
担
当
し
、「
審
美
書
院
美

術
出
版
物
特
別
展
覧
会
」
を
四
七
号
館
に
「
自
営
出
品
」
枠
で
開
設
。
併
せ
て
三
号
館

　

マ
ル
サ
ン
館
に
は
巴
里
日
仏
協
会
の
事
務
所
も
お
か
れ
て
い
て
、
協
会
の
中
心
メ
ン

バ
ー
の
多
く
が
装
飾
美
術
連
合
の
理
事
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、
第
一
次

世
界
大
戦
ま
で
は
日
本
の
美
術
品
・
工
芸
品
の
紹
介
に
力
を
入
れ
て
い
た
〔
註
４
〕。

一
九
〇
九
年
か
ら
一
四
年
ま
で
は
毎
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
大
規
模
な
浮
世
絵
版

画
展
を
開
催
し
、
一
九
一
〇
年
か
ら
一
九
一
三
年
ま
で
ほ
ぼ
同
時
期
に
刀
装
具
や
漆
芸

な
ど
の
工
芸
展
も
併
設
し
た
〔
註
５
〕。
浮
世
絵
版
画
展
で
は
会
期
中
に
講
演
会
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
実
施
し
、
詳
細
な
解
説
付
き
の
図
版
目
録
を
豪
華
版
で
各
年
限

定
出
版
し
た
。
工
芸
展
の
方
も
そ
の
都
度
丁
寧
な
解
説
の
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
準
備

さ
れ
た
。
詳
し
く
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
が
〔
註
６
〕、
こ
う
し
た
図
録
は
何
よ
り

ド
イ
ツ
や
イ
ギ
リ
ス
で
の
日
本
の
浮
世
絵
や
工
芸
品
の
研
究
に
向
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
と
研
究
の
優
位
性
を
示
す
も
の
で
も
あ
っ
た
。
一
連

の
企
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

十
九
世
紀
の
末
に
は
粗
悪
な
印
刷
の
浮
世
絵
版
画
や
工
芸
品
（
雑
貨
）
な
ど
が
欧
米

に
出
回
り
、
そ
れ
ら
と
は
異
な
る
日
本
の
美
術
工
芸
の
魅
力
を
展
覧
会
と
図
版
目
録
で

広
め
よ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
は
西
洋
のart history
の
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
分
類

や
説
明
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
浮
世
絵
に
関
し
て
は
版
画
の
制
作
年
代
、
絵
師
、
表
現

や
技
法
に
よ
る
分
類
技
法
の
特
色
を
押
さ
え
た
う
え
で
年
代
的
考
証
を
試
み
、
審
美
的

な
批
評
を
行
お
う
と
し
た
。
審
美
書
院
のM

asterpieces selected from
 the 

U
kiyo-e school w

ith brief history of the developm
ent of the school, 

biographical sketches of the artists, and som
e critical descriptions 

（1906-
1908

、
日
本
語
版
書
名
は
『
浮
世
絵
派
画
集
』）
の
出
版
が
あ
っ
た
が
、
同
書
は
あ
く

ま
で
美
術
品
と
み
な
さ
れ
る
肉
筆
画
中
心
で
あ
っ
た
の
で
、
改
め
て
包
括
的
な
版
画
の

研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
結
果
と
し
て
連
続
展
と
図
録
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
世
代

の
ゴ
ン
ク
ー
ル
な
ど
に
典
型
的
な
作
品
を
寿
ぐ
態
度
と
は
異
な
る
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
学

究
的
な
日
本
工
芸
、
こ
と
に
浮
世
絵
木
版
画
へ
の
取
り
組
み
を
、
欧
米
の
他
国
に
知
ら

し
め
る
こ
と
が
出
来
た
。
審
美
書
院
と
桑
原
の
展
示
品
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に

披
露
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

巴
里
日
仏
協
会
（Société franco-japonaise de Paris

）
は
一
九
〇
〇
年
九
月
創

設
〔
註
７
〕。
名
誉
会
長
に
は
つ
ね
に
在
仏
日
本
大
使
館
大
使
が
就
任
し
た
こ
と
か
ら
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て
い
る
は
ず
だ
が
、
田
島
と
の
接
触
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
書
簡
で
そ
の
旨
が
う
か
が

え
る
同
年
十
月
二
四
日
付
か
ら
全
文
を
掲
載
す
る
（
以
下
書
簡
の
翻
訳
と
引
用
中
の
傍

線
は
筆
者
に
よ
る
）。

　

拝
啓

　

貴
殿
か
ら
の
今
月
十
八
日
付
手
紙
を
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。
当
方
数
日
前
に
ベ
ル

リ
ン
に
向
か
う
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
を
離
れ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
ち
ら
に
転
送
さ
れ
て
き

た
の
を
受
け
取
っ
た
た
め
に
、
す
ぐ
に
お
返
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
わ
た
く
し

が
数
週
間
前
に
送
っ
た
本
が
届
い
て
い
な
い
と
伺
い
驚
い
て
お
り
ま
す
。
お
そ
ら
く

鉄
道
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
滞
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
相
見
が
本
日
同
じ
も
の
の
複
写

を
お
届
け
に
伺
い
ま
す
。
私
共
の
『Process of W

ood-cut Painting

』
に
つ
い

て
も
東
京
の
事
務
所
か
ら
複
写
を
送
っ
て
も
ら
う
予
定
で
す
が
、
本
に
な
る
に
は
ま

だ
数
か
月
か
か
り
そ
う
で
す
。
特
別
な
出
版
物
に
な
る
は
ず
で
す
。

　

わ
た
く
し
は
私
共
の
出
版
物
お
よ
び
原
寸
大
一
枚
刷
り
で
の
有
名
絵
師
の
古
画
の

特
別
展
を
、
ベ
ル
リ
ン
の
工
芸
博
物
館
に
て
十
月
二
八
日
か
ら
十
一
月
十
三
日
開
催

す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
願
わ
く
は
パ
リ
で
も
十
一
月
二
八
日
か
ら
十
二
月
二
五

日
の
間
に
、
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
装
飾
芸
術
美
術
館
で
も
二
室
の
う
ち
の
一
室
（
広

さ
に
よ
り
ま
す
）
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
ご
許
可
を
賜
れ
ば
あ
り
が
た
く
存
じ

ま
す
。
相
見
が
こ
の
旨
お
願
い
し
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

敬
具

S. T
ajim
a　

（
一
九
一
〇
年
十
月
二
四
日
付　

ベ
ル
リ
ン
の
田
島
か
ら
ケ
ク
ラ
ン

宛
）

　

こ
の
日
程
で
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
会
場
で
と
同
時
期
開
催
に
な
る
も
の
の
、
先
に
引

用
し
た
『
美
術
之
日
本
』
の
記
事
で
も
、
後
述
す
る
十
一
月
六
日
付
書
簡
で
も
わ
か
る

が
、
外
国
向
け
の
印
刷
物
を
大
量
に
準
備
し
て
い
た
の
で
問
題
は
な
か
っ
た
。
相
見
に

持
参
さ
せ
る
「
特
別
な
出
版
物
」
に
な
る
「Process of W

ood-cut Painting

」

（Shim
bi shoin, 1911

）
は
本
文
は
英
文
の
み
で
、
肉
筆
画
一
点
を
手
摺
の
着
色
木

版
印
刷
で
、
複
製
す
る
過
程
を
原
寸
大
で
一
工
程
ず
つ
現
し
た
豪
華
本
で
あ
る
。
原
画

は
審
美
書
院
の
『
浮
世
絵
派
画
集
』
第
五
冊
（Pl.150

）
に
あ
り
、
日
英
博
で
も
展
示

に
「
木
版
印
刷
物
」
の
売
店
を
開
い
た
。『
美
術
之
日
本
』
一
九
一
〇
年
七
月
号
の
彙

報
に
は
西
欧
で
の
巡
回
展
を
す
べ
く
「
絵
葉
書
百
万
枚
カ
レ
ン
ダ
ー
、
メ
ニ
ユ
ー
十
万

冊
許
り
新
に
仕
立
て
至
急
廻
送
」（
二
七
頁
）
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
事
業
拡
大
の
意

気
込
み
を
伝
え
て
い
た
。

　

主
幹
の
田
島
志
一
（
一
八
六
八
〜
一
九
二
四
）
は
四
月
二
六
日
に
編
集
員
の
相
見
繁

一
（
一
八
七
四
〜
一
九
七
〇
）
と
新
橋
を
出
発
し
、
五
月
二
四
日
ロ
ン
ド
ン
着
。
相
見

は
一
旦
帰
国
し
、
巡
回
展
覧
会
準
備
の
た
め
に
八
月
二
七
日
に
再
び
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で

出
発
し
た
〔
註
11
〕。
こ
こ
か
ら
の
奮
闘
は
前
記
田
島
の
「
欧
米
に
於
け
る
審
美
書
院

展
覧
会
の
概
報
」（
以
下
「
概
報
」
と
略
記
）
で
語
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
元
来

此
行
の
主
た
る
目
的
は
日
英
博
覧
会
に
於
て
販
売
を
試
む
る
よ
り
は
寧
ろ
欧
洲
の
各
都

市
に
於
て
書
院
単
独
の
展
覧
会
を
開
く
に
在
り
た
る
を
以
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
ヴ
ァ

カ
ン
ス
の
あ
け
た
「
九
月
に
入
り
て
大
陸
に
渡
り
、
展
覧
会
場
の
選
定
、
交
渉
に
従
事

し
、
其
目
的
を
達
し
て
一
旦
帰
倫
し
、
十
月
に
入
り
て
愈
々
展
覧
会
の
開
催
に
着
手
し

た
る
」（
一
頁
）
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
〔
註
12
〕。
販
売
も
視
野
に
入
れ
て
の
複
製
品

の
披
露
は
、
展
覧
会
と
い
う
よ
り
展
示
会
に
な
る
が
、
工
芸
博
物
館
や
装
飾
芸
術
美
術

館
の
よ
う
な
自
国
の
工
芸
品
の
発
達
へ
の
貢
献
を
掲
げ
て
い
る
機
関
で
は
、
優
れ
た
技

術
で
の
複
写
着
色
木
版
は
参
考
作
品
と
し
て
供
せ
ら
れ
る
。

　

パ
リ
で
の
開
催
ま
で
の
経
緯
は
装
飾
美
術
図
書
館
ア
ー
カ
イ
ヴ
保
存
の
相
見
か
ら
五

通
（
英
文
と
仏
文
）、
田
島
か
ら
七
通
（
英
文
）、
美
術
館
側
の
関
係
者
の
三
通
の
書
簡

に
よ
っ
て
把
握
で
き
る
。
紙
幅
の
都
合
で
す
べ
て
の
翻
訳
を
紹
介
す
る
こ
と
は
出
来
な

い
の
で
、
以
下
適
宜
引
用
し
な
が
ら
辿
っ
て
い
く
。

　

最
初
の
手
紙
は
日
英
博
覧
会
の
閉
会
直
前
に
な
る
。
パ
リ
の
相
見
か
ら
ケ
ク
ラ
ン
に

宛
て
た
一
九
一
〇
年
十
月
二
二
日
付
で
、
自
分
は
田
島
の
代
理
で
、
ケ
ク
ラ
ン
に
会
う

た
め
に
二
度
装
飾
芸
術
美
術
館
に
赴
い
た
が
面
会
を
果
た
せ
ず
、「
貴
殿
の
ご
助
力
を

願
い
た
い
重
要
な
事
柄
が
あ
る
」
の
で
、
次
の
月
曜
日
（
十
月
二
四
日
）
に
ご
面
会
い

た
だ
く
べ
く
、
時
間
と
場
所
の
指
定
を
願
い
出
て
い
る
。
相
見
は
ホ
テ
ル
・
ス
フ
ロ
に

滞
在
し
て
い
た
。
こ
の
ホ
テ
ル
は
六
区
の
パ
ン
テ
オ
ン
の
側
に
あ
り
（9, Rue 

T
ouiller

）
日
本
人
が
長
期
滞
在
に
利
用
す
る
宿
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ケ
ク
ラ
ン

は
日
英
博
に
は
巴
里
日
仏
協
会
の
理
事
と
し
て
訪
れ
て
お
り
、
審
美
書
院
の
展
示
も
見



（　　）4

　

拝
啓

　

今
月
四
日
に
ベ
ル
リ
ン
か
ら
パ
リ
に
参
り
ま
し
て
、
美
術
館
と
貴
殿
の
ご
自
宅
に

伺
い
ま
し
た
が
、
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
朝
ベ
ル
リ
ン
に

戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
今
回
お
近
づ
き
に
な
る
こ
と
が
で
き
ず
残
念
に
思
う
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
二
十
日
以
降
に
ま
た
こ
ち
ら
に
伺
う
心
づ
も
り
を

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
お
目
に
か
か
り
た
く
存
じ
ま
す
。
わ
た
く
し
の
仕

事
に
つ
い
て
相
見
に
ご
助
力
い
た
だ
い
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
貴
館
の
一
室
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
つ
い
て
嬉
し
く
存
じ

ま
す
。
実
の
と
こ
ろ
日
本
か
ら
大
小
の
古
い
傑
作
の
複
製
を
多
数
持
っ
て
き
て
お
り

ま
し
て
、
パ
リ
の
愛
好
家
の
皆
様
に
と
っ
て
は
初
め
て
お
目
に
か
け
る
も
の
の
は
ず

で
、
現
代
日
本
の
木
版
画
の
技
術
が
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
す
べ
て
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
く
存
じ
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
で
き
ま
す
こ
と
な
ら
少
な
く
と
も
二
室
を
使
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
一
月
十
日
か
ら
二
月
十
日
？
）、
も
し
く
は
貴
館
の
版
画
展

の
後
二
月
十
一
日
以
降
？
）
五
室
以
上
を
お
貸
し
い
た
だ
い
た
く
特
別
の
計
ら
い
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
複
製
品
を
五
室
も
し
く
は
そ
れ
以
上
満
た
す

ほ
ど
持
参
し
て
お
り
ま
す
。　

敬
具　

S. T
ajim
a　

　

（
一
九
一
〇
年
十
一
月
六

日
付　

パ
リ
の
田
島
か
ら
ケ
ク
ラ
ン
宛
）

　

後
に
見
る
審
美
書
院
の
販
売
活
動
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
こ
こ
で
改
め
て
強
調

し
て
お
き
た
い
の
は
、
主
眼
が
日
本
や
中
国
の
絵
画
作
品
を
複
製
品
を
通
し
て
披
露
す

る
の
で
は
な
く
、「
現
代
日
本
の
木
版
画
の
技
術
」
を
見
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
点
で
あ

る
。
こ
れ
が
「
貴
館
の
版
画
展
」
で
明
ら
か
に
な
る
版
画
技
術
の
伝
統
の
上
に
あ
り
、

そ
の
意
味
で
も
ふ
さ
わ
し
い
展
示
で
あ
る
こ
と
を
暗
に
示
し
て
い
た
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
十
一
月
十
四
日
付
ベ
ル
リ
ン
の
田
島
か
ら
学
芸
員
の
メ
ト
マ
ン
へ

の
手
紙
で
、「
一
月
の
初
め
か
ら
二
月
の
十
五
日
ま
で
展
示
室
の
使
用
の
予
約
」
を
願

い
出
て
い
る
。
十
四
日
付
で
今
度
は
ケ
ク
ラ
ン
宛
に
「
部
屋
の
確
保
」
の
た
め
に
「
美

術
館
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
特
別
の
許
可
を
い
た
だ
き
た
く
一
筆
書
き
ま
し
た
。
貴
殿
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
れ
ば
深
甚
に
存
じ
ま
す
」
と
あ
る
。
な
お
こ
の

メ
ト
マ
ン
へ
の
手
紙
で
は
冒
頭
に
「
ベ
ル
リ
ン
の
工
芸
博
物
館
で
私
共
の
出
版
物
の
特

し
た
喜
多
川
藤
麿
の
「
雪
中
二
美
人
図
」（
絹
地
彩
色
掛
物
）
で
あ
る
。
雪
の
盛
り
上

が
っ
た
部
分
ま
で
再
現
し
て
い
て
、
審
美
書
院
の
木
版
印
刷
の
技
術
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

　

実
際
二
四
日
に
相
見
が
ケ
ク
ラ
ン
に
会
え
た
様
子
は
な
い
。
と
い
う
の
も
二
五
日
付

で
改
め
て
相
見
は
ケ
ク
ラ
ン
に
対
し
て
次
の
よ
う
に
ケ
ク
ラ
ン
か
ら
の
「
推
薦
」
を
願

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

拝
啓

　

こ
の
走
り
書
き
を
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。
私
共
は
自
社
の
日
本
の
美
術
品
の
複
製
と

印
刷
物
の
特
別
展
覧
会
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
主
要
都
市
で
の
開
催
を
企
図
し
て
お
り
ま
す
。

最
初
は
ベ
ル
リ
ン
の
工
芸
博
物
館
で
今
月
二
八
日
か
ら
開
催
い
た
し
ま
す
。
次
は
パ

リ
で
と
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
装
飾
芸
術
美
術
館
で
は
日
本
の
版
画
展
が
し
ば
し
ば

あ
る
と
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
ぜ
ひ
と
も
三
週
間
か
四
週
間
、
い
く
つ
か

の
展
示
室
を
、
で
き
れ
ば
十
一
月
二
八
日
こ
ろ
か
ら
お
貸
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
切
に

願
う
次
第
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
至
急
貴
殿
の
ご
推
薦
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。　

敬
具　

審
美
書
院　

H
. A
im
i　

　

（
一
九
一
〇
年
十
月
二
五
日
付　

パ
リ
の
相
見

か
ら
ケ
ク
ラ
ン
宛
）

　

こ
れ
に
関
し
て
は
田
島
か
ら
ケ
ク
ラ
ン
が
承
諾
し
た
由
伝
わ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
旨

相
見
は
十
月
二
八
日
付
書
簡
に
書
き
記
し
て
お
り
、
今
回
も
自
宅
へ
の
訪
問
の
約
束
を

取
り
付
け
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
パ
リ
で
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
最
初
か
ら

ス
ム
ー
ズ
に
い
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
相
見
も
交
渉
の
多
く
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

　

こ
の
後
十
一
月
一
日
付
で
田
島
か
ら
ケ
ク
ラ
ン
宛
で
、
ケ
ク
ラ
ン
が
相
見
に
書
き
送

っ
た
内
容
に
つ
い
て
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
ベ
ル
リ
ン
の
次
に
パ

リ
で
開
催
す
る
要
求
を
述
べ
、
パ
リ
に
行
っ
て
説
明
す
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
手
紙

は
ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人
向
け
の
宿
泊
所
に
な
っ
て
い
た
柏
村
庸
之
允
気
付
の
住
所
に
な

っ
て
い
る
。
さ
ら
に
十
一
月
六
日
付
パ
リ
か
ら
の
書
簡
で
、
ベ
ル
リ
ン
と
パ
リ
と
を
往

復
し
な
が
ら
交
渉
を
重
ね
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
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へ
の
特
別
措
置
に
つ
い
て
礼
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
手
紙
に
は
欄
外
に
「
一
九
一
〇
年

十
一
月
二
二
日
に
返
答
」
と
メ
モ
書
き
が
あ
る
。
そ
の
返
答
の
写
し
に
よ
る
と
「
版
画

の
受
け
取
り
に
際
し
て
持
ち
込
み
に
関
す
る
義
務
は
発
生
せ
ず
」
と
い
う
措
置
が
取
ら

れ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
図
１
）。
さ
ら
に
メ
ト
マ
ン
は
一
九
一
一
年
一
月
九
日
付
で
下

院
議
員
で
装
飾
芸
術
中
央
連
合
の
会
長
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ル
ノ
（François Carnot, 

1872-1960

）
へ
報
告
が
あ
っ
た
。

別
展
を
開
催
し
ま
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
」
と
あ
り
、
現
在
装
飾
芸
術
美
術
館

内
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
は
、
ベ
ル
リ
ン
の
「
フ
ォ
シ
ツ
ヱ
、
ツ
ワ
イ
ト
ウ
ン
グ
新
聞
」
十

一
月
六
日
朝
刊
（V

ossische Zeitung

を
さ
す
）
で
の
紹
介
記
事
の
切
り
抜
き
が
保

存
さ
れ
て
い
る
。
同
記
事
は
『
美
術
之
日
本
』
に
翻
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
〔
註
13
〕。

複
数
購
入
し
て
東
京
の
本
社
の
他
、
宣
伝
の
た
め
に
開
催
希
望
地
に
も
送
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。

　

田
島
の
重
ね
て
の
会
場
の
確
保
の
懇
願
の
間
に
、
一
つ
問
題
が
起
き
て
い
た
。
税
関

を
通
す
た
め
の
手
続
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
相
見
か
ら
十
一
月
一
日
付
で
、
メ

ト
マ
ン
宛
の
手
紙
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
い
て
い
る
。

メ
ト
マ
ン
様

　

本
日
装
飾
芸
術
美
術
館
に
伺
い
ま
し
た
が
、
あ
い
に
く
お
目
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
税
関
担
当
者
の
方
に
私
共
の

印
刷
物
の
ケ
ー
ス
が
税
関
に
到
着
し
た
ら
自
由
に
受
け
取
れ
る
よ
う
に
お
計
ら
い

の
ほ
ど
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
私
に
こ
れ
ら
を
展
示
す
る
美

術
館
の
学
芸
員
主
任
の
文
書
が
必
要
で
あ
る
と
い
い
ま
し
た
。
実
の
と
こ
ろ
審
美

書
院
の
印
刷
物
に
つ
い
て
は
、
百
キ
ロ
に
つ
き
二
百
フ
ラ
ン
の
税
し
か
支
払
う
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
今
回
初
め
て
審
美
書
院
の
も
の
を
パ
リ
の
皆

様
に
披
露
す
る
予
定
で
す
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
税
関
の
責
任
者
に
一
筆
お
願
い
で
き

れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。
ケ
ク
ラ
ン
氏
の
手
紙
と
あ
わ
せ
て
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。　

敬
具　

H
.A
im
i　

　

（
一
九
一
〇
年
十
一
月
一
日
付　

パ
リ

の
相
見
か
ら
メ
ト
マ
ン
宛
）

　

こ
の
件
に
関
し
て
は
ケ
ク
ラ
ン
か
ら
日
付
と
宛
名
は
な
い
が
お
そ
ら
く
メ
ト
マ
ン
に

あ
て
て
、「
相
見
氏
が
私
の
家
に
来
て
本
に
つ
い
て
い
う
こ
と
に
は
、
関
税
が
か
な
り

上
が
っ
て
お
り
、
一
時
的
に
通
す
措
置
を
認
め
な
け
れ
ば
、
展
覧
会
の
た
め
に
か
な
り

の
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
相
見
は
そ
ち
ら
が
税
関
担
当

者
に
一
筆
入
れ
る
の
を
願
っ
て
い
ま
す
。
普
通
は
三
か
月
の
許
可
で
す
。」
と
あ
り
、

一
方
ベ
ル
リ
ン
の
田
島
か
ら
は
メ
ト
マ
ン
へ
十
一
月
二
一
日
付
で
部
屋
の
確
保
と
税
関

図
１
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審
美
書
院
展
覧
会
の
概
報
』
で
異
例
の
長
期
開
催
に
な
っ
た
こ
と
、「
会
期
中
の
入
場

者
は
無
慮
二
万
七
千
人
に
達
し
た
る
を
以
て
小
生
の
満
足
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
館
長

メ
ツ
ト
マ
ン
氏
も
亦
大
に
喜
び
」（
十
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
確
か
に
会
期
は
ド
イ

ツ
各
地
で
の
展
示
よ
り
長
い
が
、
こ
れ
は
同
時
期
で
隣
り
合
う
会
場
で
の
浮
世
絵
展
と

工
芸
展
に
あ
わ
せ
て
の
決
定
で
あ
る
。

　

但
し
田
島
の
言
葉
は
全
面
的
に
は
事
実
を
伝
え
て
い
な
い
。
田
島
も
相
見
も
メ
ト
マ

ン
を
美
術
館
館
長
と
記
し
て
い
る
が
、
メ
ト
マ
ン
は
学
芸
員
で
あ
り
自
分
か
ら
の
手
紙

に
は
署
名
の
下
にconservateur

と
明
記
し
て
い
た
。
入
場
者
数
に
も
誤
解
が
あ
る

よ
う
だ
。
入
場
者
数
は
浮
世
絵
版
画
展
の
第
一
回
の
際
の
同
じ
フ
ロ
ア
で
同
時
開
催
の

特
別
展
で
あ
る
「
ス
タ
ン
ラ
ン
と
バ
レ
ー
ル
の
広
告
と
装
飾
美
術
」
展
と
合
わ
せ
た
数

し
か
わ
か
ら
な
い
。
が
、
日
曜
を
除
く
開
催
で
一
月
二
三
日
か
ら
二
月
二
三
日
で
二
七

四
九
名
で
あ
っ
た
。
審
美
書
院
展
だ
け
で
二
万
七
千
人
と
い
う
の
は
あ
り
え
な
い
。
右

の
引
用
の
後
で
田
島
は
メ
ト
マ
ン
か
ら
の
二
月
十
六
日
付
礼
状
の
日
本
語
訳
を
載
せ
て

　

拝
啓

　

ル
ー
ブ
ル
宮
殿
の
美
術
館
に
お
い
て
装
飾
芸
術
中
央
連
合
主
催
の
国
際
展
覧
会
に

向
け
た
日
本
の
版
画
七
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
一
時
的
な
免
税
措
置
を
と
る
件
で
一
筆

啓
上
せ
よ
と
の
こ
と
、
伺
い
ま
し
た
。

　

パ
リ
（
サ
ン
・
ラ
ザ
ー
ル
）
の
担
当
部
局
に
こ
の
件
に
つ
い
て
依
頼
し
た
こ
と
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
ケ
ー
ス
の
内
容
の
確
認
は
展
覧
会
会
場
で
行
い
ま
す
の
で
、

税
関
の
方
で
は
そ
の
ま
ま
通
過
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
会
期
終
了
ま
で
の

二
か
月
の
期
限
の
み
で
、
再
送
さ
れ
ま
す
。　

敬
具　

L. M
etm
an　

（
一
九
一
一

年
一
月
九
日
付　

メ
ト
マ
ン
か
ら
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
カ
ル
ノ
宛
）

②
展
覧
会
の
内
容
と
そ
の
波
及
効
果

　

最
終
的
に
は
連
続
浮
世
絵
版
画
展
と
併
せ
て
の
一
月
開
催
に
な
っ
た
。
会
場
は
浮
世

絵
展
の
隣
の
工
芸
展
の
そ
の
隣
り
で
、
浮
世
絵
展
の
ス
ペ
ー
ス
の
三
分
の
一
弱
だ
が
そ

れ
で
も
小
部
屋
二
室
分
あ
っ
た
。
開
催
室
の
入
り
口
で
解
説
を
販
売
し
て
い
た
ら
し
い

こ
と
が
、
後
述
す
る
桑
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
関
係
の
書
簡
（
ク
ラ
ヴ
リ
二
月
二
五
日
付
）

か
ら
わ
か
る
。
展
示
室
の
写
真
が
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
残
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。
展
示
品

は
招
待
状
に
よ
れ
ば
「
中
国
と
日
本
の
美
術
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
出
版
物
、

中
国
と
日
本
の
絵
画
の
カ
ラ
ー
複
製
品
」（
着
色
木
版
）、
そ
し
てW

u T
ao-T

zu

（
吳

道
子
）、H

ui T
sung

（
宋
徽
宗
）、M
a K
ung-H

sien

（
馬
公
顕
）、M

u Ch'i

（
牧

谿
）、Y

en H
ui

（
顔
輝
）
の
絵
画
と
、「
光
長
と
慶
恩
の
巻
物
」
す
な
わ
ち
伝
常
盤
光

長
作
の
伴
大
納
言
絵
詞
と
伝
住
吉
慶
恩
作
の
平
治
物
語
絵
巻
の
複
製
な
ど
で
あ
る
。

『
巴
里
日
仏
協
会
誌
』
に
は
こ
の
ほ
か
雪
舟
、
元
信
、
光
琳
を
収
め
た
「
一
連
の
書

籍
」（
こ
れ
はM

asterpieces selected from

で
始
ま
る
シ
リ
ー
ズ
の
『
光
琳
派
画
集
』

等
を
指
す
）
な
ど
、
一
般
の
公
衆
が
実
見
す
る
こ
と
の
か
な
わ
な
い
作
品
の
見
事
な
複

製
を
見
る
機
会
で
あ
る
と
紹
介
し
た
文
章
も
掲
載
さ
れ
た
〔
註
14
〕。

　

一
月
十
一
日
に
は
二
時
か
ら
四
時
に
ウ
ィ
レ
ッ
ト
の
装
飾
パ
ネ
ル
と
デ
ッ
サ
ン
展
、

日
本
の
版
画
展
（
清
長
・
文
調
・
写
楽
）
印
籠
と
刀
装
具
展
、
そ
し
て
「
東
京
の
審
美

書
院
に
よ
る
美
術
出
版
と
日
本
と
中
国
の
絵
画
の
複
製
品
」
の
展
示
会
の
イ
ノ
ギ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
た
。
パ
リ
で
の
結
果
に
つ
い
て
、
田
島
は
『
欧
米
に
於
け
る

図
２
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い
る
が
、
礼
状
も
例
外
的
と
は
い
え
な
い
。
一
九
一
〇
年
の
工
芸
展
の
あ
と
で
、
主
催

し
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ド
・
ト
レ
ッ
サ
ン
が
装
飾
芸
術
中
央
連
合
の
副
会
長
名
で
、
会
期

後
（
一
九
一
〇
年
二
月
十
八
日
付
）
に
礼
状
を
受
け
取
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
〔
註

15
〕。
ま
た
田
島
は
五
千
通
の
案
内
状
を
出
し
て
二
人
ま
で
は
無
料
に
す
る
な
ど
「
博

物
館
は
審
美
書
院
展
覧
会
の
為
め
に
非
常
の
便
宜
を
与
へ
た
り
」
と
書
い
て
い
る
が
、

特
別
展
で
案
内
状
（
招
待
状
）
を
出
し
て
二
人
ま
で
入
場
無
料
と
い
う
の
は
、
浮
世
絵

展
で
も
慣
例
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
五
千
通
と
い
う
数
字
も
、
次
章
で
見
る
桑
原
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
ケ
ー
ス
を
か
ん
が
み
る
に
信
憑
性
に
欠
く
。

　

と
は
い
え
田
島
の
文
章
が
、
商
業
的
な
自
画
自
賛
に
終
始
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

装
飾
芸
術
図
書
館
か
ら
の
購
入
と
い
う
形
で
、
結
果
は
出
て
い
る
。
同
図
書
館
の
記
録

に
よ
れ
ば
会
期
中
の
一
九
一
一
年
一
月
三
〇
日
付
で
『
雪
舟
画
集
』（
六
八
フ
ラ
ン
）

と
『
雪
舟
筆
山
水
長
卷
』（
八
八
フ
ラ
ン
）、『
支
那
古
銅
器
集
祐
徳
青
銅
器
』（
七
五
フ

ラ
ン
）、『
東
洋
美
術
大
観
』
の
九
巻
分
と
大
村
西
崖
の Japanse Pictural A

rt 

を
一

括
し
て
（
九
九
〇
フ
ラ
ン
）、
二
月
十
一
付
で
酒
井
伯
爵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
『
酣
古
帖
』

（
五
五
フ
ラ
ン
）。
さ
ら
に
三
月
十
四
日
付
で
正
確
な
書
名
は
不
明
だ
が
、
日
本
の
彫

刻
の
写
真
二
十
点
掲
載
の
本
が
価
格
な
し
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
審
美
書
院
は
、
英
語
版
と
フ
ラ
ン
ス
語
版
で
、『
日
本
の
古
画
の
多
色
刷
り
木

版
画
に
よ
る
複
製
絵
画
、
絵
葉
書
、
メ
ニ
ュ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
そ
の
ほ
か
の
図
版
目

録
』〔
註
16
〕
と
い
う
カ
タ
ロ
グ
を
出
し
て
い
た
。
発
行
は
「
東
京
の
美
術
印
刷
会
社
、

審
美
書
院
」
で
、
内
容
は
「
著
名
な
古
画
」「
一
九
一
一
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
絵
は
が

き
と
絵
入
り
メ
ニ
ュ
ー
」
の
三
部
に
分
け
、
古
画
は
す
で
に
『
真
美
大
観
』
に
掲
載
し

た
も
の
で
、「
仏
教
絵
画
」「
花
鳥
画
」「
風
景
画
と
人
物
画
」「
風
俗
画
」
の
四
種
類
に
分

類
し
て
い
る
。
絹
地
に
印
刷
す
る
場
合
と
紙
の
場
合
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
値
段
も
記
載
し

て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
見
栄
え
の
す
る
華
や
か
な
花
鳥
画
や
人
物
画
が
多
い
（
図

３
）。
実
は
パ
リ
の
ケ
ク
ラ
ン
な
ど
が
参
加
し
て
い
た
「
日
本
美
術
愛
好
家
の
夕
食
会
」

で
は
、
そ
の
都
度
美
し
い
招
待
状
を
出
し
て
い
た
。
審
美
書
院
は
そ
の
う
ち
一
九
一
二

年
一
月
二
二
日
の
分
を
印
刷
し
て
い
る
〔
註
17
〕。
森
徹
山
の
孔
雀
の
絵
を
モ
テ
ィ
ー

フ
に
し
て
お
り
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
の
一
枚
刷
り
の
絵
の
と
こ
ろ
に
写
真
が
あ
る
（
図

４
）。
こ
れ
も
ま
た
展
覧
会
の
効
果
と
い
え
よ
う
。
な
お
日
本
で
は
一
九
〇
七
年
か
ら

図
３
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渡
邊
庄
三
郎
が
輸
出
用
木
版
画
を
制
作
出
版
し
て
い
て
、
木
版
画
を
あ
し
ら
っ
た
カ
レ

ン
ダ
ー
も
販
売
し
て
い
た
〔
註
18
〕。
審
美
書
院
が
外
国
向
け
に
商
業
用
の
印
刷
に
熱

心
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
う
し
た
木
版
画
界
で
の
先
例
に
倣
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　

相
見
は
後
年
の
回
想
で
〔
註
19
〕、「
博
覧
会
が
す
ん
で
か
ら
凡
そ
一
年
半
、「
大
正
元

年
」
迄
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
」
し
、「
パ
リ
で
は
審
美
書
院
の
註
文
で
、
ビ
ゲ
ロ
ー
氏
に

数
回
」
会
っ
た
り
し
て
い
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
田
島
の
方
は
二
月
二
五
日
に
パ
リ
を

出
発
し
帰
京
の
途
に
就
い
て
い
た
。
巡
回
展
が
終
了
し
て
も
一
年
以
上
滞
在
を
続
け
た

の
は
、
こ
う
し
た
印
刷
物
の
註
文
を
受
け
て
取
り
次
ぐ
役
目
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。
審
美
書
院
は
ロ
ン
ド
ン
に
事
務
所
を
置
い
て
い
た
が
、
パ
リ
で
は
相
見
が
担
当
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ボ
ス
ト
ン
の
著
名
な
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
、
パ
リ
滞
在
経
験

も
豊
富
な
ビ
ゲ
ロ
ー
（W

illiam
 Sturgis Bigelow

, 1850- 1926

）
と
会
っ
た
の
も
、

そ
う
し
た
仕
事
の
一
部
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、
審
美
書
院
は
中
国
と
日
本
の
古
画
や
仏
像
を
印
刷
媒
体

に
よ
っ
て
知
ら
し
め
た
こ
と
で
有
名
で
あ
っ
た
が
、
西
欧
で
の
活
動
は
む
し
ろ
極
め
て

高
い
技
術
力
で
も
っ
て
日
本
の
美
術
作
品
を
モ
テ
ィ
ー
フ
に
し
た
印
刷
物
を
出
し
て
い

た
会
社
、
と
い
う
見
方
が
で
き
る
。
こ
の
点
で
英
文
版T

he K
okka

を
編
集
し
て
、

論
文
に
よ
っ
て
作
品
の
価
値
を
伝
え
よ
う
と
し
た
國
華
社
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
〔
註

20
〕。
審
美
書
院
の
仕
事
は
、
工
業
化
し
大
量
生
産
さ
れ
つ
つ
あ
る
産
業
の
世
界
に
も

審
美
的
な
要
素
を
加
え
よ
う
と
す
る
、
ア
ー
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
ラ
フ
ツ
を
は
じ
め
と
す

る
産
業
革
命
後
の
諸
国
の
志
向
に
か
な
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
装
飾
芸
術
美
術

館
と
い
う
工
芸
技
術
の
粋
を
集
め
た
場
所
を
得
た
。
浮
世
絵
版
画
史
を
紅
絵
や
漆
絵
の

時
代
か
ら
菱
川
師
宣
、
鈴
木
春
信
、
鳥
居
清
長
と
連
続
展
で
受
容
し
て
き
た
人
々
は
、

日
本
の
優
れ
た
木
版
印
刷
技
術
の
歴
史
の
頂
点
と
い
う
位
置
づ
け
で
審
美
書
院
の
美
術

印
刷
物
を
受
け
止
め
て
評
価
し
、
実
際
に
役
立
て
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
、
桑
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
に
つ
い
て

①
開
催
の
契
機

　

ま
ず
桑
原
羊
次
郎
（
一
八
六
八~

一
九
五
五
）
の
一
九
一
〇
年
ま
で
の
経
歴
に
つ
い

図
４
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テ
「
ク
ラ
ヴ
ァマ

マ

リ
ー
」
氏
ニ
別
レ
テ
博
覧
会
場
ニ
至
リ
光
悦
硯
箱
ヲ
引
取
リ
大
橋
氏

と
談
ス
ル
（『
欧
米
美
術
行
脚
』
一
九
一
〇
年
七
月
九
日
）

　

桑
原
は
こ
の
時
初
め
て
巴
里
日
仏
協
会
の
ク
ラ
ヴ
リ
に
会
っ
て
い
る
。
同
協
会
は
産

業
や
外
交
面
で
積
極
的
に
日
英
博
で
の
日
仏
英
間
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
し
て
お
り
、

美
術
部
門
に
も
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
引
用
に
あ
る
よ
う
に
、
絵
画
の
特
別
展
は
倫
敦

日
本
協
会
（T

he Japan Society London

）
と
巴
里
日
仏
協
会
の
共
同
開
催
に
な

っ
た
。
桑
原
の
九
月
六
日
の
文
章
に
は
「
欧
州
ノ
日
本
美
術
研
究
家
ノ
人
々
ノ
為
メ
今

般
日
本
ヨ
リ
持
参
セ
ル
美
術
品
ヲ
全
部
一
所
ニ
一
時
ニ
陳
列
見
物
セ
シ
メ
ン
ト
ノ
欧
州

研
究
家
ノ
要
求
ヲ
容
レ
」
と
発
端
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
実
際
に
「
欧
州
各
国
博
物

館
員
」
他
多
数
の
見
学
者
が
あ
っ
た
。
桑
原
は
、
東
京
美
術
学
校
校
長
の
正
木
直
彦
と

帝
国
博
物
館
の
溝
口
禎
次
郎
と
と
も
に
作
品
の
解
説
を
担
当
。
そ
う
し
た
中
で
コ
レ
ク

タ
ー
や
美
術
館
・
博
物
館
関
係
者
と
の
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た
の
は
想
像
に
難
く
な
い
。

美
術
を
通
し
た
文
化
外
交
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
に
、
桑
原
は
位
置
し
え
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
九
月
二
七
日
に
ス
ェ
ー
デ
ン
王
太
子
を
、
日
英
博
事
務
総
長
キ
ラ
ル
フ
ィ
や

和
田
事
務
次
官
ら
と
案
内
し
た
。
こ
の
時
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
肉
筆
画
展
の
打
診

と
受
け
取
れ
る
発
言
を
、
い
た
だ
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
殿
下
ヨ
リ
今
回
瑞
典
ニ
テ

我
浮
世
絵
展
覧
会
ノ
開
催
ア
ル
御
噂
出
テ
意
外
ナ
ル
光
栄
ニ
浴
シ
」
と
い
う
も
の
で
、

こ
れ
を
受
け
て
「
予
ハ
午
后
直
ニ
事
務
局
ニ
至
リ
テ
瑞
典
ニ
於
テ
日
本
品
ノ
展
覧
会
ア

ル
ニ
付
予
ノ
出
張
ヲ
需
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ
ヨ
リ
愈
進
行
ノ
際
ハ
小
生
ハ
嘱
托
ヲ
解
ク
コ
ト

次
ニ
浮
世
絵
百
幅
ヲ
返
戻
シ
貰
フ
事
等
ヲ
協
議
セ
リ
」
と
、
す
ぐ
さ
ま
対
応
し
て
い
る
。

こ
れ
は
同
国
の
日
本
美
術
愛
好
家
た
ち
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
覧
会
に
合
わ
せ
て
の
こ
と

だ
っ
た
。

　

桑
原
は
杉
村
虎
一
ス
ェ
ー
デ
ン
公
使
他
の
協
力
を
得
て
手
続
き
を
し
、
目
録
の
準
備

も
し
て
い
る
。
前
書
き
部
分
を
十
月
に
執
筆
し
、
作
品
解
説
と
写
真
の
後
に
日
英
博
で

の
浮
世
絵
の
肉
筆
画
と
版
画
の
解
説
の
翻
訳
と
い
う
構
成
で
あ
る
。
な
お
十
二
月
二
一

日
に
、
在
英
版
画
師
の
漆
原
木
虫
が
目
録
の
表
紙
を
五
二
五
枚
印
刷
し
た
も
の
を
持
参

し
、
桑
原
が
二
五
円
払
っ
た
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
英
語
と
ス
ェ
ー
デ
ン
語
と
フ
ラ
ン

ス
語
と
三
言
語
で
作
成
し
（
図
５
）、
フ
ク
バ
・
ト
オ
ル
の
名
を
用
い
て
の
展
示
に
し

て
、
先
行
研
究
に
基
づ
き
概
略
す
る
。
松
江
市
に
生
ま
れ
上
京
後
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
、
一
八
九
二
年
に
ミ
シ
ガ
ン
大
学
で
法
学
修
士
の
学
位
を
取
得
。
一
年
余
り
の
対
米

中
に
、
彼
地
で
日
本
刀
の
刀
装
具
が
蒐
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
帰
松
後
か
ら

刀
装
具
の
研
究
を
手
掛
け
加
納
夏
雄
に
も
師
事
し
た
。
一
九
〇
一
年
か
ら
の
鴻
池
銀
行

神
戸
支
店
長
時
代
に
、
欧
米
人
の
浮
世
絵
蒐
集
に
促
さ
れ
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
始
め
、

浮
世
絵
版
画
よ
り
肉
筆
画
を
重
ん
じ
る
見
解
を
打
ち
出
し
て
い
る
〔
註
21
〕。
か
く
し

て
日
英
博
覧
会
に
際
し
て
は
美
術
部
員
嘱
託
と
な
り
、
二
月
十
六
日
に
渡
英
。「
出
品

審
査
ニ
関
ス
ル
委
員
、
美
術
及
歴
史
ニ
関
ス
ル
出
品
計
画
委
員
」
と
い
う
資
格
で
、
絵

画
部
門
の
う
ち
浮
世
絵
に
宛
て
ら
れ
た
一
室
と
金
工
品
の
一
室
を
担
当
。
会
期
後
は
欧

州
北
米
の
博
物
館
や
個
人
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
視
察
し
、
日
本
美
術
品
・
工
芸
品
や
欧
米

の
美
術
品
を
購
入
し
、
各
地
で
自
身
の
肉
筆
画
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
披
露
し
た
。
一
九

一
二
年
三
月
二
八
日
に
帰
国
す
る
ま
で
お
よ
そ
三
年
一
か
月
の
間
の
記
録
が
、『
欧
米

日
誌
』
と
題
し
た
ノ
ー
ト
五
冊
に
記
さ
れ
た
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
肉
筆
画
巡
回
展
の
う
ち
の
装
飾
芸
術
美
術
館
で
の

展
覧
会
に
な
る
。
装
飾
芸
術
図
書
館
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
残
る
フ
ラ
ン
ス
の
開
催
者
側
の

記
録
と
、
桑
原
が
『
欧
米
日
誌
』
に
基
づ
き
、
後
年
執
筆
し
た
（
緒
言
の
日
付
は
「
昭

和
二
十
二
年
五
月
六
日
」）
直
筆
稿
本
『
欧
米
美
術
行
脚
』（
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所

蔵
）
全
十
二
巻
の
う
ち
主
に
第
三
巻
、
第
四
巻
に
基
づ
き
、
桑
原
の
誤
解
も
正
し
つ
つ

双
方
向
か
ら
開
催
の
経
緯
と
そ
の
意
義
と
を
見
て
い
く
。

　

巡
回
展
を
ど
の
時
点
で
計
画
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
が
、『
欧
米
美
術
行
脚
』
に

は
契
機
と
い
え
る
記
述
が
あ
る
。
日
英
博
会
期
中
の
九
月
六
日
か
ら
八
日
ま
で
、
会
場

内
の
ガ
ー
デ
ン
・
ク
ラ
ブ
で
古
美
術
品
の
う
ち
す
べ
て
の
絵
画
を
披
露
す
る
と
い
う
催

し
が
あ
っ
た
。
そ
の
発
端
に
か
か
わ
る
内
容
を
七
月
九
日
の
項
か
ら
引
用
す
る
。

　

本
日
八
時
半
朝
食
「
ア
ヂ
ソ
ン
」
ノ
事
務
所
ニ
至
リ
テ
正
木
君
ニ
代
リ
テ
仏
国
人

Edouard Clavery, Secrétaire général de la Société Franco-Japonaise, 
24, A

venue du Chem
in-de-Fer, Le V

ésinet (S-e-O
)

氏
ニ
面
会
シ
テ
九
月
中

旬
頃
ニ
日
本
古
画
ノ
全
部
ヲ
「
ジ
ヤ
パ
ン
・
ソ
サ
イ
テ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
」
ノ
会
員
ト

日
仏
協
会
員
ノ
為
メ
ニ
一
時
ニ
示
ス
事
ニ
決
シ
タ
ル
事
ヲ
告
ゲ
テ
種
々
打
合
ヲ
ナ
シ
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が
で
き
る
。
ま
ず
大
量
に
作
ら
れ
た
版
画
と
異
な
り
、
肉
筆
画
は
狩
野
派
や
土
佐
派
の

絵
画
に
比
べ
て
劣
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
て
愛
好
家
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
数

が
少
な
く
貴
重
で
あ
る
こ
と
。
版
画
が
色
彩
面
で
の
調
和
を
重
ん
じ
た
の
に
引
き
換
え
、

肉
筆
画
は
実
際
の
現
実
の
鮮
や
か
な
色
彩
と
自
在
で
闊
達
な
筆
触
が
優
先
さ
れ
た
。
画

面
の
大
き
さ
が
限
定
的
な
版
画
と
は
異
な
る
表
現
が
で
き
る
。
ま
た
版
画
で
は
複
数
の

工
程
を
経
る
が
、
肉
筆
画
で
は
絵
師
一
人
の
技
量
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特

性
を
持
つ
肉
筆
画
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
本
展
示
で
は
肉
筆
画

の
歴
史
的
審
美
的
発
展
を
お
さ
え
る
。
と
り
わ
け
宮
川
長
春
、
歌
川
豊
国
、
歌
川
豊
寛

の
画
風
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

②
パ
リ
で
の
展
示
に
つ
い
て

　

こ
の
展
覧
会
を
パ
リ
に
移
す
に
際
し
て
は
、
先
述
の
巴
里
日
仏
協
会
の
当
時
理
事
で

浮
世
絵
に
造
詣
の
深
か
っ
た
エ
ド
ゥ
ア
ー
ル
・
ク
ラ
ヴ
リ
を
介
し
た
。
保
存
さ
れ
て
い

る
文
書
か
ら
は
、
審
美
書
院
の
田
島
と
相
見
が
、
二
人
が
か
り
で
浮
世
絵
版
画
連
続
展

の
企
画
・
運
営
の
中
心
に
い
た
ケ
ク
ラ
ン
に
交
渉
を
重
ね
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、
巴

里
日
仏
協
会
の
上
層
部
で
す
み
や
か
に
進
め
ら
れ
て
い
た
過
程
が
よ
く
わ
か
る
。
肉
筆

画
の
浮
世
絵
へ
の
見
解
の
ほ
か
、
配
布
資
料
の
印
刷
や
招
待
状
の
枚
数
、
搬
入
の
様
子

も
伝
わ
り
、
田
島
の
報
告
書
へ
の
補
足
説
明
と
も
な
り
う
る
の
で
以
下
概
観
す
る
。

最
初
の
文
書
は
一
九
一
〇
年
（
月
の
表
記
な
し
五
日
付
推
定
）
の
ベ
ル
タ
ン
（Louis-

Ém
ile Bertin, 1840-1924

）
か
ら
、
記
載
は
な
い
が
お
そ
ら
く
装
飾
芸
術
美
術
館
の

理
事
会
に
宛
て
た
書
状
で
、
巴
里
日
仏
協
会
用
箋
を
用
い
て
い
る
。
彼
は
一
八
八
六
年

か
ら
四
年
間
、
日
本
海
軍
の
お
雇
い
外
国
人
で
あ
っ
た
人
物
で
あ
り
著
作
も
多
く
、
ア

カ
デ
ミ
ー
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
会
員
で
も
あ
る
。
本
書
で
の
署
名
は
「
ベ
ル
タ
ン　

ア
カ

デ
ミ
ー
会
員　

巴
里
日
仏
協
会
会
長
」
で
、
本
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

貴
殿
ら
に
お
か
れ
ま
し
て
、
桑
原
氏
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
お
勧
め
す
る
こ
と

を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
こ
の
件
に
つ
い
て
巴
里
日
仏
協
会
の
複
数
の
理
事
に
相
談

し
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
こ
う
し
た
催
し
が
我
が
国
の
か
な
り
の
数
の
コ
レ
ク
タ
ー

と
愛
好
者
の
関
心
を
引
く
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
ま
し
た
。
協
会
で
は
、
装

た
。
日
英
博
で
も
こ
の
偽
名
を
用
い
て
い
た
が
〔
註
22
〕、
出
品
物
の
審
査
に
か
か
わ

る
立
場
に
い
た
か
ら
と
も
、
展
示
し
た
肉
筆
画
を
売
却
す
る
予
定
で
あ
っ
た
か
ら
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
版
〔
註
23
〕
は
「
前
言
」、
作
品
解
説
（
但
し
現
物
を
見
ず
に
仏
訳
し

た
と
訳
者
が
末
尾
に
断
書
き)

、
百
点
の
作
品
の
写
真
図
版
（
岩
佐
又
兵
衛
に
始
ま
り

安
藤
広
重
の
作
品
で
終
わ
る
）。
仏
語
版
以
外
に
は
最
後
に
日
英
博
覧
会
で
使
用
し
た

長
文
の
解
説
「A
 D
escrition of « U

kiyo-Y
e » Paintings and Prints

」
が
あ
っ

た
。
準
備
時
間
が
短
い
に
も
関
わ
ら
ず
英
語
以
外
の
解
説
も
整
え
ら
れ
た
の
は
、
そ
れ

だ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
浮
世
絵
に
つ
い
て
知
識
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

執
筆
者
名Y

O
JIRO

 K
U
W
A
BA
RA

の
「
前
言
」
で
は
、
版
画
で
は
な
く
肉
筆
画

で
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
理
由
を
説
明
し
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と

図
５
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都
合
が
よ
い
で
す
。
作
品
は
年
代
順
に
な
っ
て
お
り
、
全
体
と
し
て
容
易
に
浮
世

絵
派
の
約
二
世
紀
半
の
歴
史
的
変
遷
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
桑
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
紹
介
が
、
装
飾
芸
術
美
術
館
が
こ
れ
ま
で
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
尽
力
し
て
い
る
同
じ
派
の
版
画
の
素
晴
ら
し
い
展
覧
会
と
非
常
に
有
益

な
結
び
つ
き
が
あ
り
、
興
味
深
い
比
較
の
機
会
に
な
る
の
は
明
ら
か
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
歴
史
と
解
説
と
短
い
け
れ
ど
も
明
確
で

正
確
な
デ
ー
タ
の
あ
る
図
録
が
発
行
さ
れ
る
そ
う
で
、
こ
れ
は
版
画
と
肉
筆
画
の

両
方
に
つ
い
て
の
日
本
の
専
門
家
の
見
地
で
も
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
百
点
の
掛
物
が
、
図
録
で
白
黒
の
図
版
に
な
る
よ
う
で
す
。（
一
九
一

一
年
一
月
五
日
付　

ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
メ
ト
マ
ン
宛
）

　　

ク
ラ
ヴ
リ
は
す
で
に
日
英
博
で
作
品
と
解
説
を
見
た
う
え
で
、
桑
原
が
強
調
す
る
筆

触
や
画
幅
に
も
言
及
し
、
効
果
的
な
展
示
ま
で
想
定
し
て
い
る
。
大
き
す
ぎ
な
い
親
密

な
、
適
度
な
自
然
光
も
期
待
で
き
る
空
間
で
あ
る
。
さ
ら
に
館
で
の
浮
世
絵
版
画
連
続

展
を
念
頭
に
、
版
画
や
絵
本
と
絵
師
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
作
品
で
あ
る
肉
筆
画
と
を
比
較

す
る
こ
と
で
、
一
層
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
の
理
解
が
深
ま
る
と
力
説
し
て
い
る
。

本
来
肉
筆
画
の
展
示
は
工
芸
博
物
館
の
性
格
を
も
つ
装
飾
芸
術
美
術
館
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
。
が
、
版
画
と
の
比
較
を
求
め
る
声
は
、
や
は
り
日
英
博
の
ガ
ー
デ
ン
・
ク
ラ
ブ
で

の
特
別
展
に
招
待
さ
れ
た
、
日
仏
協
会
理
事
で
極
東
美
術
の
デ
ヌ
リ
美
術
館
学
芸
員
エ

ミ
ー
ル
・
デ
エ
の
『
巴
里
日
仏
協
会
誌
』
で
の
文
章
に
も
あ
っ
た
〔
註
24
〕。
浮
世
絵

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
、
審
美
的
に
も
歴
史
的
に
も
よ
り
深
く
理
解
し
よ
う
と
い
う
段
階

に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
書
簡
で
言
及
の
あ
る
図
録
で
の
、
浮
世
絵
肉
筆
画
の
意
義
を
語
っ
た
前
言
に
つ

い
て
は
す
で
の
前
節
の
最
後
に
ま
と
め
た
。
図
版
は
確
か
に
百
点
が
す
べ
て
掲
載
さ
れ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
表
装
も
含
め
一
ペ
ー
ジ
に
二
、
三
点
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。
軸

装
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
効
果
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
岩
佐
又
兵
衛
、
花
田
巧
で
始

め
（
図
６
）、
鳥
居
、
西
川
、
喜
多
川
、
歌
川
、
葛
飾
な
ど
の
各
派
に
写
楽
も
お
さ
え

て
広
重
の
系
列
で
終
わ
る
、
計
五
一
名
の
絵
師
た
ち
に
つ
い
て
、
わ
か
る
場
合
は
生
年

没
年
そ
し
て
略
歴
を
記
し
、
図
版
番
号
に
合
わ
せ
て
展
示
品
の
そ
れ
ぞ
れ
の
解
説
を
し

飾
芸
術
美
術
館
の
理
事
会
の
方
で
、
も
し
こ
の
手
紙
の
目
的
で
あ
る
要
求
を
受
け

入
れ
る
こ
と
、
つ
ま
り
パ
リ
で
出
会
う
公
衆
、
専
門
家
愛
好
家
の
た
め
に
、
ま
だ

ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
の
美
術
の
一
面
に
つ
い
て
の
新
し
い
情
報
と
本

当
の
価
値
を
知
ら
し
め
る
た
め
の
催
し
を
試
み
る
こ
と
に
つ
い
て
、
便
宜
を
図
っ

て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
の
で
し
た
ら
、
深
甚
の
至
り
に
存
じ

ま
す
。（
一
九
一
〇
年　

ベ
ル
タ
ン
か
ら
理
事
会
宛
推
定
）

「
ま
だ
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
日
本
の
美
術
の
一
面
」
が
、
浮
世
絵
の
肉
筆
画
を

指
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
に
み
る
、
よ
り
展
示
の
現
場
に
近
い

立
場
の
ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
学
芸
員
の
メ
ト
マ
ン
へ
の
一
九
一
一
年
一
月
五
日
付
書
簡
か
ら

も
わ
か
る
。
い
さ
さ
か
長
く
な
る
が
、
桑
原
の
肉
筆
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
れ
を
パ
リ

で
展
示
す
る
意
義
が
よ
く
説
明
さ
れ
て
い
る
文
面
な
の
で
引
用
す
る
。

　

御
存
じ
の
よ
う
に
近
時
の
日
英
博
覧
会
委
員
の
Ｙ
・
桑
原
氏
が
パ
リ
で
彼
の
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
百
点
の
肉
筆
絵
画
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
申
し
出
て
お
り
ま

す
。
浮
世
絵
の
絹
地
ま
た
は
紙
の
掛
物
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
は
フ
ク
バ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
名
前
で
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
特
に
岩
佐
又
兵
衛

（
浮
世
絵
派
の
創
始
者
）、
師
宣
、
清
信
、
長
春
、
豊
信
、
写
楽
、
春
章
、
歌
麿
、

豊
国
、
国
貞
、
北
斎
、
安
藤
広
重
な
ど
で
、
従
来
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
カ
ラ
ー
の
も

の
は
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
め
っ
た
に
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
才
能
と
価
値
は
独

創
的
な
構
図
、
一
般
的
に
は
版
画
よ
り
も
大
き
な
サ
イ
ズ
に
現
れ
て
い
ま
す
。
彼

ら
の
筆
は
自
在
に
動
き
ま
わ
り
今
日
な
お
直
截
で
個
性
の
あ
る
筆
触
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
作
品
に
特
別
な
趣
を
与
え
て
お
り
ま
す
。

　

目
下
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
ス
ェ
ー
デ
ン
王
太
子
の
ご
後
援
の
も
と
、
こ
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
展
覧
会
の
た
め
の
手
筈
は
整
っ
て
お
り
ま
す
。（
中
略
引
用
者
）
つ

き
ま
し
て
は
装
飾
芸
術
美
術
館
の
委
員
の
方
で
、
ク
ー
ポ
ー
ル
の
展
示
室
の
一
部

を
次
の
三
月
に
充
て
る
こ
と
を
お
認
め
頂
け
ま
し
た
ら
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。

展
示
室
が
上
階
に
あ
り
ま
し
た
ら
照
明
の
具
合
も
よ
く
、
規
模
が
あ
る
程
度
小
さ

く
な
っ
て
も
、
彼
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
少
な
か
ら
ず
よ
い
部
分
を
展
示
す
る
に
は
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て
い
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
安
度
懐
月
堂
は
現
代
で
は
江
戸
中
期
の
絵
師
で
肉
筆
美

人
画
を
多
く
制
作
し
、
懐
月
堂
派
の
祖
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
〇

九
年
開
催
の
装
飾
芸
術
美
術
館
で
の
第
一
回
浮
世
絵
展
の
折
に
、
有
名
な
ア
ン
リ
・
ヴ

ェ
ヴ
ェ
ー
ル
の
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
ヴ
ェ
ヴ
ェ
ー
ル
が
林
忠
正
か
ら
購
入
し

た
掛
物
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
図
録
に
も
掲
載
さ
れ
た
（
註
25
）。
桑
原
の
解
説
で
は
、

略
歴
に
関
し
て
弟
子
の
手
に
な
る
場
合
の
署
名
に
つ
い
て
触
れ
、
宮
川
長
春
が
影
響
を

受
け
て
い
る
な
ど
情
報
が
増
え
て
い
る
。
作
品
番
号
38
は
描
線
が
し
っ
か
り
と
し
て
い

て
そ
れ
で
い
て
自
由
で
一
七
〇
〇
年
頃
の
作
と
位
置
づ
け
、
番
号
39
は
立
ち
姿
の
多
い

こ
の
絵
師
の
作
に
し
て
は
珍
し
い
姿
で
一
七
一
〇
年
頃
の
作
と
書
い
て
い
る
。
白
黒
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
べ
て
の
作
品
に
つ
い
て
真
贋
の
程
は
今
日
と
な
っ
て
は
定
か
で

は
な
い
。
が
、
浮
世
絵
版
画
研
究
の
進
ん
で
い
た
西
欧
で
、
日
本
側
か
ら
の
意
気
込
み

が
伝
わ
る
出
来
栄
え
に
な
っ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。

図
６

図
７
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こ
の
後
ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
メ
ト
マ
ン
へ
の
事
務
的
な
手
紙
が
続
く
。
展
覧
会
の
招
待
状

の
見
本
を
作
成
し
送
っ
た
こ
と
、
ま
た
「
英
日
博
の
委
員
の
Ｒ
氏
」（
お
そ
ら
くSir 

A
lbert Rollit

）
に
一
筆
書
い
た
こ
と
（
二
月
十
四
日
付
）（
図
７
）、
桑
原
か
ら
の
返

答
に
あ
っ
た
パ
リ
到
着
の
日
程
、
展
示
準
備
を
「
二
三
日
の
早
朝
か
ら
」
行
う
が
、
桑

原
も
そ
れ
に
間
に
合
う
こ
と
に
な
っ
て
い
て
彼
を
信
用
し
て
よ
い
こ
と
、
契
約
書
も
渡

す
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
二
月
十
五
日
付
）。
招
待
状
は
「
協
会
で
は
送
る
の
に

二
五
〇
部
か
ら
三
百
部
を
用
意
」
し
、
桑
原
の
方
で
「
日
本
大
使
館
に
五
十
部
ほ
ど
の

招
待
状
を
直
接
提
出
す
る
よ
う
依
頼
」
が
あ
り
、
費
用
は
桑
原
が
負
担
す
る
こ
と
（
二

月
十
六
日
付
、
こ
の
後
フ
ラ
ン
ス
外
務
省
用
箋
に
よ
る
十
八
日
付
で
最
終
的
に
招
待
状

三
百
部
、
大
使
館
に
は
約
六
十
部
に
決
定
）
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
や
り
と
り
か
ら
民
間
の
審
美
書
院
の
場
合
と
異
な
り
日
英
博
理
事
、
倫
敦

日
本
協
会
、
巴
里
日
仏
協
会
、
日
本
大
使
館
と
い
っ
た
外
交
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
準
備
が

進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
田
島
と
相
見
が
白
箋
も
し
く
は
滞
在
先
の
ホ
テ
ル
の
用

箋
を
用
い
て
い
た
の
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
が
日
仏
協
会
や
外
務
省
の
レ
タ
ー
ヘ
ッ
ド
の

あ
る
書
状
で
あ
っ
た
の
も
対
照
的
で
あ
る
。
招
待
状
の
枚
数
も
、
こ
の
数
字
か
ら
見
る

と
田
島
の
報
告
書
で
の
数
に
は
誇
張
が
見
て
取
れ
る
。

　

完
成
し
た
招
待
状
（
図
８
）
に
は
「
フ
ク
バ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

日
本
の
浮
世
絵
派

の
一
六
〇
〇
年
か
ら
一
八
六
〇
年
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
百
点
」
と
あ
り
、
一
九
一
一
年
二
月

二
四
日
か
ら
三
月
十
九
日
ま
で
ギ
ャ
ル
リ
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）・
ク
ー
ポ
ー
ル
と
い
う
日

本
の
四
階
に
位
置
す
る
場
所
で
開
催
。「
一
九
一
〇
年
ロ
ン
ド
ン
で
の
日
英
博
覧
会
事

務
官
のY

・K
U
W
A
BA
RA

氏
の
所
蔵
品
」
で
巴
里
日
仏
協
会
の
後
援
に
よ
る
、
と

あ
る
。
会
場
で
の
印
刷
物
配
布
に
つ
い
て
、
審
美
書
院
の
時
も
含
め
て
様
子
の
わ
か
る

ヴ
ェ
ジ
ネ
の
自
宅
の
ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
の
書
簡
が
あ
る
（
図
９
ａ
ｂ
）。

図
８
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拝
啓

　

些
細
な
事
で
お
伺
い
す
る
の
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
今
朝
レ
ヴ
ィ
氏
か
ら
の
手

紙
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
が
、
レ
ヴ
ィ
氏
が
桑
原
氏
に
許
可
を
与
え
た
よ
う
に
理
解

し
ま
し
た
。
つ
ま
り
一
月
か
ら
今
朝
に
至
る
ま
で
何
度
も
私
に
言
っ
た
こ
と
で
、

「
彼
の
望
む
よ
う
に
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
貴
殿
に
本
日
午
後
お
目
に
か
か
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
、
書
き
ま
す
。

　

絵
葉
書
の
件
で
イ
サ
ッ
ク
氏
が
昨
日
私
に
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
守
衛
た

ち
を
介
す
と
一
枚
〇
・
二
フ
ラ
ン
、
販
売
員
た
ち
で
す
と
〇
・
五
フ
ラ
ン
に
な
り

ま
す
。
明
日
は
混
雑
日
の
前
日
で
も
し
美
術
館
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
し
た
ら
、

桑
原
氏
に
費
用
の
一
部
の
補
償
が
あ
る
よ
う
に
必
要
な
許
可
を
お
願
い
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。
彼
が
自
分
の
こ
と
で
負
担
す
る
も
の
で
す
が
、
よ
り
少
な
く
て
す

む
よ
う
に
で
す
。
そ
れ
に
一
月
で
の
私
と
レ
ヴ
ィ
氏
と
の
話
で
は
、
私
は
桑
原
氏

に
審
美
書
院
と
同
じ
条
件
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
前
の
展
覧
会

で
審
美
書
院
の
図
録
は
、
入
り
口
で
〇
・
七
五
フ
ラ
ン
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
〇
・
二
五
フ
ラ
ン
の
絵
葉
書
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

敬
具　

Ed.
Clavery

　

[

下
欄
外
に]

わ
た
く
し
は
桑
原
氏
が
装
飾
芸
術
美
術
館
の
ク
ー
ポ
ー
ル
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
の
展
覧
会
の
会
期
中
、
図
録
を
販
売
し
日
本
の
版
画
の
注
文
を
取
る
こ
と

を
許
可
い
た
し
ま
す
。　

パ
リ　

一
九
一
一
年
二
月
二
五
日　

E. Lévy　
　
　

　

（
ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
お
そ
ら
く
メ
ト
マ
ン
宛
、
二
月
二
十
五
日
）

　

美
術
館
で
の
発
行
物
は
レ
ヴ
ィ
の
印
刷
会
社
が
担
当
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
で
の
販

売
は
出
来
な
い
。
レ
ヴ
ィ
（Ém

ile Lévy, 1897-1919

）
は
中
央
美
術
図
書

（Librairie centrale des beaux-arts

）
の
社
主
で
あ
る
。
し
か
し
特
別
許
可
を
彼

か
ら
桑
原
に
与
え
る
よ
う
に
取
り
計
ら
い
、
そ
の
文
書
で
の
確
認
も
添
え
、
価
格
設
定

ま
で
し
て
桑
原
の
負
担
の
軽
減
を
考
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
に
肉
筆
画
へ
の
関
心

が
高
か
っ
た
こ
と
も
伝
え
て
い
る
。

　

桑
原
の
『
欧
米
美
術
行
脚
』
で
も
関
連
の
記
載
が
あ
る
。
一
旦
一
月
四
日
に
パ
リ
に

入
り
、
ク
ラ
ヴ
リ
の
案
内
で
美
術
館
に
行
き
メ
ト
マ
ン
に
も
会
っ
て
展
覧
会
場
を
回
っ

図９a 図９b
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お
わ
り
に

　

一
九
一
〇
年
前
後
に
フ
ラ
ン
ス
の
装
飾
芸
術
美
術
館
で
は
、
日
本
の
美
術
品
工
芸
品

の
学
究
的
な
紹
介
が
あ
り
、
中
で
も
浮
世
絵
版
画
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
巴
里
日
仏
協

会
は
日
英
博
覧
会
で
倫
敦
日
英
協
会
と
と
も
に
、
古
美
術
品
の
う
ち
絵
画
の
特
別
展
示

会
を
開
催
し
た
。
審
美
書
院
と
桑
原
羊
次
郎
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
希
望
に
よ
る
展
覧
会
は
、

日
本
の
版
画
印
刷
技
術
を
極
め
た
印
刷
物
の
紹
介
と
し
て
、
ま
た
浮
世
絵
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
を
肉
筆
画
か
ら
掘
り
下
げ
て
み
る
機
会
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
日
本
側
で
主

張
す
る
肉
筆
画
の
版
画
へ
の
優
位
性
を
そ
の
ま
ま
納
得
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
技
術

と
表
現
の
幅
と
を
伝
え
た
こ
と
で
一
層
の
普
及
に
は
成
功
し
た
。
桑
原
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、
日
英
仏
の
文
化
外
交
へ
の
貢
献
と
い
っ
た
面
が
認
め
ら
れ
た
。
一
方
審

美
書
院
の
方
で
は
（
桑
原
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
売
却
の
意
図
が
あ
れ
ば
彼
も
）、
美
術
品

や
美
術
工
芸
品
と
も
い
え
る
印
刷
物
が
外
国
で
の
利
益
を
生
む
と
い
う
、
明
治
期
の
輸

出
産
業
の
発
想
が
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
以
後
は
フ
ラ
ン
ス
で
は
急
速
に
中
国
美
術
に
関
心
が
移
り
、
一
九

二
〇
年
代
に
は
日
本
美
術
の
大
き
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
売
立
て
が
相
次
い
だ
。
そ
う
し

た
状
況
下
に
あ
っ
て
一
九
一
〇
年
前
後
の
状
況
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
が
、
た
し
か
に

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
で
も
フ
ラ
ン
ス
側
で
浮
世
絵
版
画
の

価
値
を
広
め
、
日
本
側
で
も
そ
の
活
動
を
認
め
て
技
術
の
時
代
的
延
長
と
表
現
の
幅
の

広
が
り
の
面
で
貢
献
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
参
照
し
た
桑
原
の
稿
本
『
欧
米
美
術
行
脚
』
は
、
欧
米
で
第
一
次
世
界
大
戦

前
の
最
も
日
本
美
術
の
研
究
が
熟
し
て
い
た
時
期
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
紀
行
文
学

と
し
て
も
、
大
変
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。
桑
原
が
添
付
し
た
現
地
の
絵
葉
書
や
写
真
も

含
め
て
、
翻
刻
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
審
美
書
院
の
活
動
と
影
響
力
は
認
め
ら
れ
な
が

ら
も
、
欧
米
で
の
実
際
の
活
動
に
つ
い
て
は
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
審
美
書
院
の
欧
米

向
け
の
出
版
物
の
多
く
は
、
日
本
国
内
で
は
調
査
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

度
の
調
査
で
資
料
の
所
在
が
一
部
明
ら
か
に
な
っ
た
。
他
国
で
の
活
動
も
含
め
て
今
後

の
探
求
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

て
い
る
。
こ
の
日
レ
ヴ
ィ
の
事
務
所
に
も
行
っ
た
が
「
店
主
ガ
不
在
」
で
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
ま
ま
引
き
取
っ
た
と
あ
る
。
一
月
二
一
日
に
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
ク
ラ
ヴ
リ
か

ら
の
手
紙
を
受
け
取
り
、「
百
幅
展
」
で
使
用
す
る
部
屋
に
つ
い
て
承
諾
を
得
た
こ
と

を
知
り
「
斡
旋
ノ
賜
物
ナ
リ
」
と
感
謝
を
記
し
て
い
る
。
一
月
二
五
日
に
は
「
浮
世
絵

百
幅
ノ
原
銅
板
」
を
ク
ラ
ヴ
リ
に
発
送
。
二
月
五
日
に
ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
の
手
紙
を
公
使

館
に
持
参
し
て
い
る
。
二
月
二
二
日
に
ベ
ル
リ
ン
経
由
で
パ
リ
に
到
着
。
翌
日
ク
ラ
ヴ

リ
が
メ
ト
マ
ン
に
予
告
し
た
と
お
り
、
美
術
館
で
展
示
準
備
を
し
て
い
る
。

　

な
お
桑
原
と
田
島
と
相
見
と
は
全
く
別
に
か
か
わ
っ
て
い
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は

な
い
。
桑
原
の
一
月
二
四
日
の
項
に
は
「
田
島
志
一
君
来
観
」
と
あ
り
会
場
で
は
「
審

美
書
院
発
売
ノ
新
版
絵
ノ
販
売
方
」
も
引
き
受
け
て
い
た
こ
と
、
二
六
日
の
項
で
は

「
予
ガ
出
版
セ
シ
英
仏
文
ノ
目
録
ハ
室
外
ニ
テ
希
望
者
ニ
頒
ツ　

代
一
冊
二
フ
ラ
ン
」

と
あ
り
、
販
売
の
状
況
が
確
認
で
き
る
。
桑
原
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
自
体
は
そ
の
後
も
巡

回
展
を
続
け
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
都
度
購
入
予
約
を
と
っ
て
最
終
的
に
売
却
を
し
、
新

た
な
購
入
に
充
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
は
自
然
な
方
向
性
で

あ
ろ
う
。

　

『
巴
里
日
仏
協
会
誌
』
で
は
「
展
覧
会
と
売
立
て
」
の
欄
で
展
覧
会
の
丁
寧
な
予
告

を
し
た
（
同
年
三
月
号
一
六
二
頁
）
が
、
忌
憚
な
い
評
も
掲
載
し
て
い
る
。
仏
語
版
の

翻
訳
に
も
か
か
わ
っ
た
テ
ィ
ジ
ュ
・
モ
レ
ー
ル
に
よ
る
も
の
で
〔
註
26
〕、
肉
筆
画
に

対
し
て
ロ
ン
ド
ン
ほ
ど
に
は
パ
リ
で
熱
を
入
れ
て
い
る
様
子
は
な
く
、
版
画
の
方
が
魅

力
的
な
絵
師
の
作
が
あ
る
と
感
想
を
述
べ
、
審
美
書
院
な
ど
も
含
め
て
日
本
で
の
評
価

と
自
分
た
ち
と
の
違
い
を
鮮
明
に
受
け
取
り
、
自
分
と
し
て
は
「
美
術
の
概
念
」
と

「
批
評
の
方
法
」
に
お
い
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
日

英
博
で
浮
世
絵
版
画
の
展
示
が
な
く
『
浮
世
絵
派
画
集
』
で
は
肉
筆
画
が
中
心
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
肉
筆
画
を
版
画
よ
り
も
優
位
に
置
く
日
本
の
評
価
と
、
自
分
た

ち
の
審
美
眼
か
ら
版
画
の
技
術
や
美
的
価
値
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
立
場
の
違
い
は
、

依
然
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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四
日
―
二
月
二
十
日
「
春
信
、
湖
龍
斎
、
春
章
他
」、
一
月
二
十
日
―
二
月
二

〇
日
「
日
本
刀
の
鐔
」、
一
九
一
一
年
一
月
十
日
―
二
月
十
三
日
「
清
長
、
文

調
、
写
楽
他
」、
一
月
十
日
―
二
月
十
日
「
刀
装
具
と
印
籠
」、
一
月
十
一
日
―

二
月
十
二
日
「
審
美
書
院
に
よ
る
美
術
出
版
物
及
び
日
本
と
中
国
の
絵
画
の
複

製
」、
二
月
二
四
日
―
三
月
十
九
日
「
フ
ク
バ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

浮
世
絵
派
の

一
六
〇
〇
か
ら
一
八
六
〇
年
の
肉
筆
画
百
点
」、
一
九
一
二
年
一
月
十
一
日
―

二
月
十
二
日
「
歌
麿
」、
一
月
十
一
日
―
二
月
十
二
日
「
日
本
の
漆
工
芸
」、
一

九
一
三
年
一
月
六
日
―
二
月
十
六
日
「
長
喜
、
栄
之
、
栄
昌
、
北
斎
他
」、
一

月
六
日
―
二
月
十
六
日
「
日
本
の
面
、
根
付
け
、
小
彫
刻
」、
一
九
一
四
年
一

月
十
日
―
二
月
十
五
日
「
豊
国
、
広
重
」　

註
６　

拙
稿
『
パ
リ
装
飾
芸
術
美
術
館
浮
世
絵
版
画
展 1909

〜1914

年 

全
図
録
集
成

（
復
刻
版
）
解
説
』
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
シ
ナ
プ
ス
、
二
〇
一
八
年
九
月
。

註
７　

参
考
文
献
に
はBulletin de la Société franco-japonaise de Paris

の
一

九
〇
一
年
の
創
刊
号
か
ら
一
九
一
四
年
の
三
五
号
ま
で
の
彙
報
、
総
会
記
録
、

組
織
説
明
な
ど
を
用
い
て
い
る
。
な
お
本
文
中
で
は
邦
題
の
『
巴
里
日
仏
協
会

誌
』
を
用
い
る
。

註
８　

Édouard Clavery, L’art des estam
pes japonaises en couleurs, 1680-

1935 : aperçu historique et critique, Le Génie Français, Presses 
m
odernes, 1935.

註
９　

村
角
紀
子
「
審
美
書
院
の
美
術
全
集
に
み
る
「
日
本
美
術
史
」
の
形
成
」『
近

代
画
説
』
八
号
、
一
九
九
九
年
、
三
三
―
五
一
頁
。

註
10　

日
英
博
及
び
日
英
協
会
で
の
展
示
に
つ
い
て
は
『
美
術
之
日
本
』
で
の
彙
報
記

事
の
ほ
か
に
、
溝
口
宗
文
（
禎
次
郎
、
東
京
帝
室
博
物
館
美
術
部
次
長
）「
日

英
博
覧
会
に
於
け
る
古
美
術
品
の
陳
列
」『
美
術
之
日
本
』
三
巻
一
号
、
一
九

一
一
年
一
月
、
八
―
十
五
頁
、
農
商
務
省
『
日
英
博
覧
会
事
務
局
事
務
報
告

上
』
一
九
一
二
年
。
農
商
務
省
『
日
英
博
覧
会
事
務
局
事
務
報
告 

下
』
一
九

一
二
年
。
楠
本
町
子
「
日
英
博
覧
会
に
お
け
る
日
本
の
展
示
」『
愛
知
淑
徳
大

学
論
集
―
文
学
部
・
文
化
研
究
科
篇
』
第
三
九
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
十
七

―
三
二
頁
に
よ
る
。

註
１　

審
美
書
院
の
相
見
に
つ
い
て
は
桑
原
羊
次
郎
・
相
見
香
雨
研
究
会
に
よ
る
「
松

江
が
生
ん
だ
美
術
史
家
・
相
見
香
雨
〜
九
州
大
学 

文
学
部
所
蔵
『
自
筆
調
査

録
』
展
」
実
施
報
告
。
桑
原
に
つ
い
て
は
村
角
紀
子
「
桑
原
羊
次
郎
と
そ
の
美

術
工
芸
研
究
―
附
『
欧
米
美
術
行
脚
』
目
次
翻
刻
」『
松
江
市
史
研
究
九
号

（
松
江
市
歴
史
叢
書
十
一
）』
松
江
市
、
二
〇
一
八
年
、
島
根
県
立
美
術
館

「
生
誕150
年　

桑
原
羊
次
郎
」
展
（
二
〇
一
八
年
九
月
二
七
日
〜
十
一
月
十

二
日
）
参
照
。
そ
の
後
も
同
研
究
会
に
よ
る
展
覧
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
が

継
続
し
て
い
る
。

註
２　

小
野
文
子
「
日
英
博
覧
会
と
審
美
書
院
の
活
動
」『
大
学
美
術
教
育
学
会
誌
』

三
七
号
、
二
〇
〇
五
年
、
一
一
三
―
一
二
〇
頁
、
板
橋
美
也
「
一
九
一
〇
年
日

英
博
覧
会
の
「
日
本
美
術
」
を
め
ぐ
る
「
表
」
と
「
裏
」 

― 

絵
画
と
版
画
へ

の
評
価
を
中
心
に
」『O

dysseus
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
地
域
文

化
研
究
専
攻 

紀
要
』
十
六
号
、
二
〇
一
一
年
、
三
九
―
五
八
頁
。

註
３　

参
考
文
献
はA

nnuaires de l’U
CD
A
, années de 1897-1914, U

CA
D

を

用
い
て
い
る
。

註
４　

二
〇
一
六
年
十
一
月
二
四
、
二
五
日
に
装
飾
芸
術
美
術
館
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「Journées d’études : L’art japonais exposé à Paris, de 1865 à la 
Prem

ière Guerre m
ondiale

」（
パ
リ
で
展
示
さ
れ
た
日
本
美
術　

一
八
六

五
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
）
で
こ
の
時
期
の
重
要
性
を
強
調
し
た
発
表

が
あ
っ
た
。Cf. Béatrice Q
uette, « La politique d’expositions d’art 

japonais de l’U
nion centrale, de 1865 à 1914 ». 

ま
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
参
加
者
で
も
あ
るShanti D

evi Luraghi

氏
の
修
士
論
文
も
先
駆
的
研

究
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。Shanti D

evi Luragh, Six expositions 
d’estam

pes japonaises au m
usée des A

rts D
écoratifs (1909-1914). 

É
volution des discours des collectionneurs français sur l’estam

pe 
ukiyo-e, juin 2014, M

ém
oire de M

aster1
 sous la direction 

d’Em
m
anuel Pernoud.

註
５　

以
下
、
展
覧
会
の
本
稿
で
の
邦
訳
の
タ
イ
ト
ル
と
会
期
を
挙
げ
る
。
一
九
〇
九

年
一
月
二
三
日
―
二
月
二
八
日
「
初
期
日
本
の
版
画
」、
一
九
一
〇
年
一
月
二
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書
き
、『
飛
鳥
山
房
十
友
』
私
家
版
、
一
九
六
二
年
、
付
録
に
よ
る
。
村
角
紀

子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

註
20　

T
he K

okka

の
論
文
の
も
た
ら
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
註
15
の
拙
著
の
第

一
部
第
三
章
と
、
第
三
部
第
二
章
か
ら
四
章
で
説
明
し
た
。

註
21　

桑
原
羊
次
郎
「
浮
世
絵
の
版
行
物
と
肉
筆
物
」『
日
本
美
術
』
一
二
二
号
、
一

九
〇
九
年
四
月
。

註
22　

Cf. A
n illustrateid catalogue of Japanese old fine arts displayes at 

the Japanese-British E
xhibition, London, 1910.

註
23　

Catalogue de cent peintures originales de l’É
cole ukiyo-é Catalogue 

de cent peintures originales de l’É
cole ukiyo-é com

posant la 
collection FU

K
U
BA
 exposées au M

usée des A
rts D

écoratifs, M
usée 

du Louvre, Pavillon de M
arsan, du

24
Février au 19

M
ars 1911, 

traduit de l’anglais par T
yge M

öller, A
ngers Im

prim
erie orientale 

de A
. Burdin, 1911.

註
24　

Em
ile D

eshayes, « L’Exposition rétrospective d’art japonais à 
Londres », Bulletin de la Société franco-japonaise de Paris, n 

°22, 
juin 1911, p. 81.

註
25　

PL. V
I, V
II, in E

stam
pes japonaises prim

itives tirées ds collections 
de M

M
. Bing (...) H

. V
ever, V

ignier et exposées au M
usée des A

rts 
D
écoratifs en février 1909, Catalogue dressé par M

. V
ignier avec 

la collaboration de M
. Inada, Paris, D

es A
teliers Photo-M

ecaniques 
D
.-A
. Longuetde Paris, 1910.  

註
26　

T
yge M

öller, « Exposition et ventes : Cent peintures de l’U
kiyoé », 

Bulletin de la Société franco-japonaise de Paris, n 

°21, juin 1911, p. 
169-171.

図
版　

す
べ
て
装
飾
芸
術
図
書
館
ア
ー
カ
イ
ヴ
所
蔵
品
で
あ
る

（
図
１
）
田
島
か
ら
メ
ト
マ
ン
宛
書
簡
（
一
九
一
〇
年
十
一
月
二
一
日
付
）

（
図
２
）
装
飾
芸
術
美
術
館
で
の
審
美
書
院
展
の
会
場
写
真

註
11　

『
美
術
之
日
本
』
二
巻
九
号
、
一
九
一
〇
年
九
月
「
美
術
彙
報
」
三
二
頁
に
よ

る
。

註
12　

田
島
の
「
概
報
」
に
よ
れ
ば
開
催
地
と
日
時
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
一
九
一

〇
年
十
月
二
八
日
―
十
一
月
十
三
日
ベ
ル
リ
ン
・
王
室
工
芸
博
物
館
、
十
一
月

二
八
日
―
十
二
月
二
四
日
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
カ
イ
ザ
ー
街
私
設
家
屋
、
一
九

一
一
年
一
月
五
日
―
一
月
十
九
日
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
・
工
芸
及
び
人
類
博
物
館
、

一
月
二
二
日
―
二
月
五
日
ハ
ン
ブ
ル
ク
・
工
芸
博
物
館
、
二
月
四
日
―
十
七
日

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
美
術
ク
ラ
ブ
、
一
月
十
一
日
―
二
月
十
二
日
パ
リ
・
ル
ー
ブ
ル

装
飾
工
芸
博
物
館
。　

註
13　

『
美
術
之
日
本
』
三
巻
一
号
、
一
九
一
一
年
一
月
、
二
八
―
三
一
頁
。

註
14　

Bulletin de la Société franco-japonaise de Paris, n

°21, M
ars 1911, 

p.32.

註
15　

ト
レ
ッ
サ
ン
と
連
続
工
芸
展
に
つ
い
て
は
拙
著
『
国
境
を
越
え
た
日
本
美
術
史　

ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
か
ら
ジ
ャ
ポ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
交
流
誌1880-1920

』（
藤
原
書
店

二
〇
一
五
年
、
一
一
五
―
一
二
一
頁
）
で
説
明
し
た
。
な
お
文
書
と
し
て
の
礼

状
の
作
成
者
はA

ndré Bouihet

で
あ
る
。

註
16　

英
語
版
はA

n Illustrated Catalogue of single sheet pictures post Cards, 
m
enu-Cards, and calendars

で32, H
olland Park A

venue
の
住
所
が
記
載
。

仏
語
版
は Catalogue illustré de gravures en couleurs reproduisant 

des peintures anciennes du Japon par la Shim
bi Shoin à T

okyo
で
、

ロ
ン
ド
ン
出
張
所
と
し
て104, H

igh H
olborn, W

. C

が
表
紙
に
記
載
。

註
17　

Laure Haberschill, « Quand le Japon s'invitait à dîner », in Le Cabinet 
des m

erveilles de m
onsieur M

aciet écriture et im
prim

erie, 
Bibliotèque des A

rts D
écoratifs, 2004.

註
18　

渡
邊
正
三
郎
の
海
外
向
け
販
売
戦
略
に
つ
い
て
は
高
木
凛
『
最
後
の
版
元　

浮

世
絵
再
校
を
夢
見
た
男
・
渡
邊
正
三
郎
』
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
展
覧

会
図
録
『
浮
世
絵
モ
ダ
ー
ン
』
町
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
二
〇
一
八
年
四
月

を
参
照
。

註
19　

「
飛
鳥
山
房
相
見
香
雨
先
生
略
伝
」
一
九
六
二
年
六
月
一
〇
日
。
竹
内
尚
次
聞
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（
図
３
）
審
美
書
院
『
日
本
の
古
絵
の
多
色
刷
り
木
版
画
に
よ
る
複
製
絵
画
、
絵
葉
書
、

メ
ニ
ュ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
そ
の
ほ
か
の
図
録
目
録
』（
原
題
は
註
16
）
三
八
、

三
九
頁

（
図
４
）「
日
本
美
術
愛
好
家
の
夕
食
会
」（
一
九
一
二
年
一
月
二
二
日
開
催
）
審
美
書

院
に
よ
る
招
待
状

（
図
５
）
フ
ク
バ
（
桑
原
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
肉
筆
画
百
幅
展
目
録
の
ス
ェ
ー
デ
ン
語
版

表
紙

（
図
６
）
フ
ク
バ
（
桑
原
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
肉
筆
画
百
幅
展
目
録
の
二
四
、
二
五
頁

（
図
７
）
ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
メ
ト
マ
ン
宛
書
簡
（
一
九
一
〇
年
二
月
十
四
日
付
）

（
図
８
）
フ
ク
バ
（
桑
原
）
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
肉
筆
画
百
幅
展
の
招
待
状

（
図
９
）
ク
ラ
ヴ
リ
か
ら
メ
ト
マ
ン
宛
書
簡
（
一
九
一
一
年
二
月
十
五
日
付
、
ｂ
に
は

レ
ヴ
ィ
の
署
名
が
あ
る
）
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The exhibitions held at the Shimbi shoin and
the collection of Yôjirô KUWABARA

at the Musée des Arts Décoratifs in Paris (1911)

Asuka MINAMI

This paper surveys the making and contents of two exhibitions organized in 1911 at the Musée des Arts 
Décoratifs in Paris. One was devoted to the woodblock reproductions made and sold by the Shimbi shoin, 
the other to the ukiyo-e paintings collection of Yôjirô KUWABARA. Since 1909 ukiyo-e exhibitions were 
planned for the following year in the Musée, so it was the appropriate place to show both Shimbi shoin's 
great woodblock printing technique as well as the authentic ukiyo-e paintings of KUWABARA’s 
collection. Around thirty letters preserved in Archives of the Arts Décoratifs will reveal two types of 
the perceptions of Japanese art at the beginning of the 20th century.
Shimbi shoin was a publisher and printer, known in Western countries for high-quality woodblock 
printing technique. On the occasion of the Japan-British Exhibition of 1910, the publisher tried to expand 
the sale of its publications in Europe. The director, Shiichi TAJIMA, went to Europe and organized 
exhibitions at several show-rooms in the U.K. and Germany. At the same time, he and his main 
collaborator Han.ichi AIMI negotiated with Raymon Koechlin, the vice president of the Union des Arts 
Décoratifs.
As for KUWABARA, one of the managers of the Japan-British Exhibition had the opportunity to exhibit 
his collection of authentic ukiyo-e paintings in Stockholm and Paris under the pseudonym Fukuba. He 
wrote a history of ukiyo-e for the Catalogue of Fukuba’s Collection of One Hundred Ukiyoé Paintings. 
Edouard Clavery, a consul and one of the members of the committee of the Franco-Japanese Society of 
Paris enabled the exhibition to take place acting as intermediary between KUWABARA and the officials 
of the Musée.
We will discuss the aesthetic criteria and types of connoisseurs in the field of arts administration and 
also examine the works that the Japanese, commercial or official, wanted be shown.

Key Words：Shiichi TAJIMA, Han.ichi AIMI, Shimbishoin, Yôjirô KUWABARA, Musée des Arts 
 Décoratifs, ukiyo-e


